


　今
年
も
暑
い
夏
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ち
に
は
祭
り
の
音
が
響

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　踊
り
の
躍
動
と
、
花
火
の
鮮
や

か
な
光

―
き
っ
と
心
に
残
る
素

敵
な
夏
の
思
い
出
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
　祭
り
の
様
子
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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《大森会場》《久手会場》

第43回 大田市民の祭り天領さん
《大田会場》

第51回
温泉津温泉夏祭り

第39回
にまごいせ祭
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◇職員の勤務時間
開始時刻 終了時刻 休憩時間

８：30 17：15 12：00～13：00議 会
総 務
税 務
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
民 生
衛 生

教 育
消 防
病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

総合計

4
74
19
1
26
17
43
74
30

0
▲6
0
0

▲1
1
1
4

▲2

739 ▲8

284
15
9
20

▲2
▲1
0

▲1

40
83

▲1
0

職員数 対前年
増減数Ｒ６年度

部門

一
般
行
政

特別
行政

公営
企業
など

　職員の勤務条件 
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◇職員の研修および人事評価
　　職員の資質向上や業務の効率化を図るため、積極的に各種研修に取り組んでいます。
　　また、人事評価については、平成22年度から実施しています。
◇公平委員会の業務の状況
　　勤務条件に関する措置要求および不利益処分に関する不服申し立ては、ありませんでした。
◇職員の福祉の状況
　　職員健康診断、メンタルヘルス対策など、職員の健康管理に努めるとともに、島根県市町 
　村職員共済組合に加入し、福利厚生事業をおこなっています。

　職員数の状況（部門別：各年４月１日現在）

4
80
19
1
27
16
42
70
32

747

286
16
9
21

41
83

Ｒ５年度

土 木 技 師
建 築 技 師
機 械 技 師
管 理 栄 養 士
消 防 吏 員
助 産 師
看 護 師
薬 剤 師
臨 床 検 査 技 師
作 業 療 法 士
医 療 事 務
（診療情報管理士）

一 般 事 務
（ 手 話 通 訳 ）

合　計

一 般 事 務 76

2
1
2
7
6
0
15
0
1
6

1

3

24

2
1
0
1
3
0
15
0
1
1

0

1

120 49

職　種 受験者数 合格者数

　職員採用試験の状況（Ｒ６年度中）

※　職員数は一般職の人数で、非常勤の職は含みません。

◇職員の服務の状況（Ｒ６年中）
年次有給休暇の取得状況

※　付与日数には前年繰越分を含みます。

◇休暇制度の状況
 ①有給休暇

※　このほか、夏季厚生休暇（５～10月において３
日以内）、妊娠障害休暇、子の看護休暇、ドナー休
暇、ボランティア休暇などの特別休暇があります。

36.0日 11.3日 31.4％

平均付与日数 平均取得日数 取得率

分限処分
（人数）

降任 免職 休職 降給 計
0 0 8 0 8

懲戒処分
（人数）

戒告 減給 停職 免職 計
0 0 0 0 0

◇職員の分限および懲戒処分（Ｒ６年度中）

 ②無給休暇

介護休暇

不妊治療休暇

組合休暇

休暇内容・日数

通算で６か月以内

連続する６か月以内で、必要期間

30日以内

産前８週間（多胎妊娠：14週間）
以内、産後８週間以内
本人の結婚：７日以内
親族の死亡など：１日～10日

年次有給休暇

公務傷病等休暇

結核療養者休暇

私傷病休暇

生理休暇

休暇内容・日数

産前産後休暇

慶弔休暇

１年につき20日

療養必要期間

１年以内

90日以内

２日以内



６月期
12月期

計

大田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉
1.225
1.225

2.450

1.025
1.025

2.050

1.225
1.225

2.450

1.025
1.025

2.050

大学卒
高校卒

大田市 国
196,200円
166,600円

196,200円
166,600円
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問人事課（☎0854‐83‐8014）

　「地方公務員法」および「大田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、令和６年度（決算は令和５年度）の市職員の給与などを公表します。
　なお、大田市職員の給与などの詳細は、市ホームページに掲載しています。

◇人件費の状況（Ｒ５年度普通会計決算） ◇ラスパイレス指数の状況

※　ラスパイレス指数とは、国家
公務員の給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を表す
指数です。
※　類似団体平均とは、人口規模、
産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を単純平均したも
のです。

◇職員給与費の状況（Ｒ５年度普通会計決算）

※　職員手当には「退職手当」は含まれていません。
※　職員数は令和５年４月１日の人数です。

※　平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※　平均給与月額は給料と諸手当の合計額です。

◇一般行政職員の平均給料月額（Ｒ６.４.１現在）

◇期末・勤勉手当（Ｒ６.４.１現在）　 単位：給料月数

※　市、国とも職務による加算措置があります。

　職員手当はこのほか、扶養手当、住居手当、通勤
手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手
当、管理職手当、特殊勤務手当などがあります。

給料月額など 期末手当

給料
市長
副市長
教育長

780,000円
660,000円
550,000円

６月期 1.650月分
12月期 1.650月分

給料月額など 期末手当

６月期 1.625月分
12月期 1.625月分

420,000円
370,000円
350,000円

議長
副議長
議員

報酬

※　令和６年度は勧奨を行っていません。

◇退職手当（Ｒ６.４.１現在）

　職員の給与など

◇一般行政職初任給の状況（Ｒ６.４.１現在）

◎特別職の報酬等の状況（Ｒ６.４.１現在）

勤続年数
20年
25年
35年
限度額

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.7090月分

定年・勧奨
24.586875月分
33.270750月分
47.709000月分
47.709000月分

年齢
給料月額
給与月額

平均値 大田市 国
41.3歳

316,829円
383,771円

42.1歳
323,823円
405,378円

市職員の給与をお知らせします

人
430

千円
1,590,552

職員数
（Ａ） 給料

千円
2,526,757

合計
（Ｂ）

千円
287,178

千円
649,027

職員手当 期末勤勉
手当

千円
5,876

平均給与
(Ｂ/Ａ)

住民基本台帳人口
（Ｒ６.１.１）

人
32,195

歳出額
（Ａ）

千円
25,027,051

人件費
（Ｂ）

千円
4,494,065

人件費率
(Ｂ/Ａ)

％
18.0

年度 Ｒ６

大 田 市

類似団体平均

全国市平均

98.8

97.6

98.6

Ｒ５

99.0

97.5

98.6
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10
月
19
日
㈰
は
、
大
田
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
の
大
田
市
の
市
長
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
や
政
策
を
見
極
め
、

忘
れ
ず
に
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
開
票
は
投
票
日
当
日
の
20
時
か

ら
、
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で
お
こ

な
い
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
人

　
次
の
要
件
を
備
え
、
大
田
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

■
平
成
19
年
10
月
20
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
（
投
票
日
に
お
い
て
、

満
18
歳
以
上
の
人
）

■
令
和
７
年
10
月
11
日
現
在
で
、

３
か
月
以
上
、
大
田
市
内
に
居
住

し
て
い
る
人
（
同
年
７
月
11
日
ま

で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人
）

※

　
投
票
日
の
10
月
19
日
ま
で
に

大
田
市
外
へ
転
出
す
る
人
は
、
投

票
所
入
場
券
が
届
い
て
も
投
票
日

に
投
票
で
き
ま
せ
ん
（
転
出
日
に

よ
っ
て
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
投
票
所
と
投
票
時
間

　
投
票
所
は
、
市
内
の
31
か
所
に

設
け
、
投
票
時
間
は
７
時
〜
18
時

ま
で
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
、
19

時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。

▽
大
田
町
第
１
投
票
区
　

　
大
田
小
学
校

▽
大
田
町
第
２
投
票
区

　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
大
田
町
第
３
投
票
区

　
第
一
中
学
校

▽
川
合
町
投
票
区

　
川
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▽
久
手
町
第
１
投
票
区

　
久
手
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▽
長
久
町
投
票
区

　
長
久
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▽
仁
万
・
天
河
内
投
票
区

　
仁
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
投
票
所
入
場
券

　
世
帯
全
員
の
入
場
券
を
１
つ
の

封
筒
に
ま
と
め
て
、
世
帯
主
宛
て

に
封
書
で
郵
送
し
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
に
記

載
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
の
投
票

は
で
き
ま
せ
ん
。
入
場
券
で
投
票

所
の
場
所
と
投
票
時
間
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
入
場
券
裏
面
の

宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

持
参
さ
れ
る
と
、
受
付
を
早
く
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
と

場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
期
間
　
10
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　
〜
18
日
㈯

▽
時
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

▽
場
所

・
市
役
所
４
階
小
講
堂

・
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
仁
摩
支
所
市
民
室

※

　
区
域
指
定
は
な
く
、
ど
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票

■
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

　
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中
の

人
は
、
大
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
受
領
後

に
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

行
っ
て
投
票
で
き
ま
す
。
郵
送
な

ど
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
用
紙
等
請
求
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
入
院
・
入
所
中
の
人

　
島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
す
る
病
院
、
老
人
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
病
院
長

や
施
設
長
に
申
し
出
る
こ
と
で
、

そ
の
病
院
、
施
設
な
ど
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
法
律
の
定

め
る
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
、

ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
大
田
市

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た

後
、
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
等
投
票

証
明
書
が
必
要
な
人
は
、
早
め
に

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
期
限
は
10

月
15
日
㈬
必
着
で
す
。
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、
作
成
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
告
示
後
に
新
聞
折
り
込
み

に
よ
り
配
布
す
る
ほ
か
、
市
役
所

本
庁
、
温
泉
津
・
仁
摩
両
支
所
、

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
中
央

図
書
館
に
配
置
し
ま
す
。
新
聞
を

購
読
し
て
い
な
い
人
な
ど
、
ご
希

望
が
あ
れ
ば
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
初
回
の
み
で
、
次
回

選
挙
か
ら
は
継
続
し
て
郵
送
し
ま

す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

大田市長選挙
投
票
日
は
10
月
19
日
㈰

告
示
日
　10
月
12
日
㈰

投
票
日
　10
月
19
日
㈰
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見頃を迎えた姫逃池のカキツバタ

　
石
見
銀
山
な
す
生
産
組
合
（
宮

迫
寛
明
会
長
）
と
出
雲
市
に
あ
る

有
限
会
社
け
ん
ち
ゃ
ん
漬
（
成
相

善
美
代
表
取
締
役
）
が
『
石
見
銀

山
な
す
』
栽
培
を
次
世
代
に
継
承

し
、
地
域
で
の
知
名
度
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
８
月
５
日
、
市
長
に

「
石
見
銀
山
な
す
」
の
浅
漬
け
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
に
「
石
見
銀
山
な
す

生
産
組
合
」
が
立
ち
上
が
り
『
石

見
銀
山
な
す
』
と
し
て
出
荷
す
る

千
両
な
す
の
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
。

平
成
16
年
頃
に
は
生
産
組
合
全
体

で
約
77
ａ
の
栽
培
面
積
と
な
り
ま

し
た
が
、
高
齢
化
や
離
農
な
ど
に

よ
り
、
現
在
で
は
約
８
ａ
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
な
す
は
、
有
限
会
社

け
ん
ち
ゃ
ん
漬
に
よ
る
浅
漬
け
加

工
と
販
売
協
力
に
よ
っ
て
今
で
は

関
東
・
関
西
・
海
外
の
店
頭
に
商

品
が
並
ぶ
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
宮
迫
会
長
は
「
も
っ
と
生
産
拡

大
し
て
知
名
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た

い
。
今
の
生
産
者
の
技
術
を
継
承

し
、
組
合
員
み
ん
な
で
よ
り
良
い

も
の
を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
市
長
は
「
本
当
に
美
味
し
い
。

道
の
駅
な
ど
で
売
っ
て
も
ら
い
、

多
く
の
人
に
こ
の
美
味
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
９
）

  

実
施
内
容

 

（
１
）
大
田
市
新
庁
舎
基
本
設
計
の
中
間
報
告

 

（
２
）
お
お
だ
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支
援
拠
点
施
設   

　
整
備
の
検
討
状
況
の
説
明

※
　
両
施
設
の
概
要
は
、
広
報
お
お
だ
８
月
号
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

 

（
３
）
質
疑
応
答

  

説
明
会
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て

　
説
明
会
の
質
疑
で
は
、
主
に
財
源
や
、
財
政
の
持
続

性
に
関
す
る
こ
と
、
市
民
の
将
来
的
な
負
担
に
関
す
る

こ
と
、
将
来
人
口
を
踏
ま
え
た
適
正
な
庁
舎
規
模
を
求

め
る
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
配
布
資
料
や
当
日
説
明
の
動
画
、
主
な
質
疑
へ
の
回

答
は
、
市
公
式Y

ouT
ube

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

新
庁
舎
の
整
備
の
情
報

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
の
経
過

や
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
い
ま
す
。
最

新
情
報
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
新
庁
舎
整
備
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
０
）

　
新
庁
舎
お
よ
び
子
育
て
拠
点
施
設
の
最
新
の
設
計
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
会
を
、
７
月
９
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
全
７
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
月
に
開
催
し
た
説
明
会
時
の
68
人
を
上
回
る
、
延
べ
98
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
質
問
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
田
市
新
庁
舎
整
備
基
本
設
計
中
間
報
告
会
・
お
お
だ
子
育
て
に
か
か
る

総
合
支
援
拠
点
施
設（
仮
称
）整
備
検
討
状
況
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

『石見銀山なす』を贈呈
石見銀山なす生産組合×
有限会社けんちゃん漬

説明会の様子

左から生産者の江下芳久氏、石見銀山なす生産
組合の宮迫寛明会長、有限会社けんちゃん漬の
成相善美代表取締役、市長

新庁舎整備
の取組情報

子育て拠点
施設整備の
取組情報



　
８
月
４
日
か
ら
７
日
に
京
王
ア

リ
ー
ナ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
（
東
京
都
）

な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
ス
ミ
セ

イV
itality

カ
ッ
プ
Ｊ
Ｖ
Ａ
第
45

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生

大
会（
混
合
の
部
）」に
温
泉
津
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
、
７
月
16
日
、
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
温
泉
津
小
学

校
６
年
生
の
後
藤
隼
翔
さ
ん
は

「
チ
ー
ム
は
元
気
が
良
く
、
総
合

的
な
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
こ
ろ
が

強
み
。
島
根
県
の
代
表
と
し
て
声

を
掛
け
合
っ
て
楽
し
み
、
ベ
ス
ト

８
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
か
ら
10
日
に
五
色
姫

海
浜
公
園
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト

（
愛
媛
県
）で
お
こ
な
わ
れ
る「
マ

ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
in
伊
予
市 

Ｊ
Ｖ

Ａ
第
29
回
全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
」

に
邇
摩
高
等
学
校
３
年
生
の
西
本

和
花
さ
ん
が
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
、
７
月
16
日
、
市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

　
西
本
さ
ん
は
「
日
頃
か
ら
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
が
で
き
る
環
境
に
あ
る

こ
と
や
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
元
気
が
出
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
全
力
で
頑
張
り
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

西
本 
和
花
さ
ん
（
左
）

温
泉
津
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大田市ぶどう生産組合 温泉津町施設園芸組合

広報おおだ　Ｒ7（2025）9.18

詳しくは二次元コードを読み取り、市ホームページへ！詳しくは二次元コードを読み取り、市ホームページへ！

８

大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
と

市
長

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
を
紹
介
す
る
厚
朴
組
合
長

　７月23日、大田市ぶどう生産組合が新たな担い手の
確保、販売促進の一環として、島根県オリジナル品種
のぶどう「神紅」を市長に贈呈し、活動報告および試
食をおこないました。
　当組合は、40歳から60歳代の組合員６人が中心とな
り、品質の高いぶどう生産を目指して日々栽培に取り
組んでいます。
　今回贈呈された「神紅」は、上品な甘みと芳醇な香り
が特徴で、糖度と色の基準を満たしたものが「神紅」
として出荷されます。
　試食をした市長は「甘くて美味しい。品質をもっと
アピールして市民の皆さんだけでなく都会の人にも食
べてほしい」と話しました。
　原田武敏組合長は「天候に恵まれ順調に育ち、糖度
も例年より高い。第２のシャインマスカットを目指し
ているのでぜひ味わって欲しい」と話しました。
　　　　　　　　 問農林水産課（☎0854‐83‐8082）

　７月16日、ゆのつメロンのブランド化や新たな担い
手の確保、地産地消の取り組みの一環として、温泉津
町施設園芸組合（厚朴邦広組合長）が市長を訪問し、
メロンを贈呈し、活動報告および試食をおこないまし
た。
　当組合は温泉津町で30年以上続くアムスメロン生産
者によるグループで、11戸の組合員がハウスを使用し
て栽培しています。土耕栽培やトロ箱栽培による春・
秋の年２期作をおこなっており、良質なたい肥や有機
質肥料を使用するなど、環境に配慮した栽培手法が特
徴です。
　メロンを試食した市長は「大変甘く、品質も高い。
これからも美味しいメロンを作ってほしい」と話しま
した。
　厚朴組合長は「今年は昨年と比べて順調だった。新た
な生産者の育成につながればうれしい」と話しました。
　　　　　　　　 問農林水産課（☎0854‐83‐8082）

しん く



【マイナ救急の流れ】

広報おおだ　Ｒ7（2025）9.18９

マイナ救急とは・・・
救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイナンバー
カード）を活用し、傷病者の医療情報などを閲覧する仕組みのことです。

★マイナ保険証を活用してこのような情報を閲覧します

①傷病者が情報閲覧に
　同意する

②マイナンバーカードを
　読み取る

③隊員が医療情報を
　閲覧する

④より適切な処置や
　搬送先医療機関の
　選定につながる

皆さんご自身の命を守るためにも、
マイナ保険証の携行
をお願いします。

問消防本部　警防課（☎0854‐82‐0650）

事業に関する情報はこちら

あなたの命を守る
「マイナ救急」特設サイト



『石見の波根、その歴史を辿る』を出版
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明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

　
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療
に

貢
献
し
た
い
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学
部
（
出
雲
市
）

や
島
根
県
立
石
見
高
等
看
護
学
院
（
益
田
市
）
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
今
年
３
月
に
島
根

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
４
月
か

ら
県
内
各
地
の
病
院
で
臨
床
研
修

を
開
始
し
、
医
師
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
３
人
に
近
況
を

伺
い
ま
し
た
。

山本凪紗さん遠藤智宏さん

問
地
域
医
療
推
進
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
５
７
） 日熊友紀さん

（
遠
藤
）４
月
よ
り
益
田
赤
十
字
病

院
で
初
期
研
修
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
が
、
各
診
療
科
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
や
日
々
の
救
急
業
務
で
は

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り

で
、
忙
し
く
も
楽
し
く
充
実
し
た

研
修
生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
初
の
４
か
月

の
う
ち
３
か
月
を
総
合
診
療
科
に

て
研
修
し
、
医
療
知
識
・
手
技
に

限
ら
ず
、
患
者
さ
ん
の
背
景
、
人

生
会
議
な
ど「
ひ
と
」「
地
域
」を

診
る
医
療
を
間
近
で
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
日
熊
）浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
医
と
し
て
の
生
活
が
始
ま

り
、
日
々
の
診
療
の
中
で
新
た
な

知
識
や
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
責

任
の
重
さ
と
医
療
の
奥
深
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で

は
あ
り
ま
す
が
、
指
導
医
の
先
生

方
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
一
歩
ず
つ
成
長
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

研
修
医
１
年
目
の
生
活
は

い
か
が
で
す
か
？

（
山
本
）現
在
、
松
江
市
立
病
院
の

産
婦
人
科
で
研
修
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
お
産
の
見
学
や
手
術
の
介

助
な
ど
幅
広
く
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
か

ら
は
救
急
外
来
で
の
当
直
が
始
ま

り
、
医
学
部
で
学
ん
だ
知
識
を
臨

床
の
現
場
で
活
か
す
難
し
さ
を

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
患
者
さ
ん
と
真
摯
に
向
き
合

い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

（
遠
藤
）私
自
身
ま
だ
専
門
領
域
は

決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
形

で
あ
っ
て
も
い
つ
か
大
田
市
の
医

療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
日
熊
）大
田
市
の
皆
さ
ん
に
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
日
々
研
鑽
を
重
ね
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分

も
多
い
で
す
が
、
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
信

頼
さ
れ
る
医
師
と
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
山
本
）相
談
し
や
す
く
、
あ
た
た

か
く
寄
り
添
え
る
医
師
に
な
れ
る

よ
う
、
２
年
間
の
臨
床
研
修
を
大

切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
田
市
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
22
日
、
池
田
誠
一
さ
ん

（
波
根
町
）
が
『
石
見
の
波
根
、

そ
の
歴
史
を
辿
る
』
を
出
版
し

た
こ
と
を
市
長
に
報
告
し
ま
し

た
。
こ
の
本
は
、
郷
土
史
を
10

年
以
上
勉
強
し
て
い
る
池
田
さ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
得
た
知
識
を

１
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
池
田
さ
ん
は
「
地
域
貢
献
と

し
て
出
版
し
た
。
次
の
世
代
の

人
た
ち
が
こ
の
本
を
ベ
ー
ス
に

加
筆
し
て
、
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
地
域
の
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
く
だ

さ
る
の
は
嬉
し
い
し
、
大
切
な

活
動
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

池
田
誠
一
さ
ん
（
左
）

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

活躍を祈り激励金を贈呈

　
７
月
25
日
か
ら
27
日
に
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
（
兵
庫

県
）
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
全
農

杯
２
０
２
５
年
全
日
本
卓
球
選

手
権
大
会
（
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
）」
に
長
久
小
学
校
１

年
生
の
森
脇
悠
翔
さ
ん
が
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
、７
月
22
日
、

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
話

し
、激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
森
脇
さ
ん
は
「
緊
張
し
て
い

る
が
、
１
セ
ッ
ト
と
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

森
脇
悠
翔
さ
ん
（
左
）

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記





0854–83–7757

実施なし
0854–82–6161

月・水・木・金曜日 
　　　　　  ８：30～11：30、14：30～17：00
土曜日　　  ８：30～11：30
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高齢者のインフルエンザ予防接種および
新型コロナウイルス感染症予防接種についてのお知らせ

問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）
　高齢者のインフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症の予防接種を実施します。
　インフルエンザは、通常の風邪に比べて全身症状が強く、気管支炎や肺炎などを合併して重症化することが
多く、特に高齢者がかかった場合、重症化する確率が高くなります。
　新型コロナウイルス感染症は、若い人よりも高齢者が重症化するリスクが高く、死亡者数のうち65歳以上の
割合が高くなります。インフルエンザによるものと比べても、入院・死亡のリスクが高くなります。
　接種は強制ではなく、ご本人の意思に基づき受けていただくものです。
　基本的な感染対策を引き続きおこない、予防に努めましょう。

〇対象者（大田市に住民票のある以下の人）
・65歳以上の人
・60歳以上～64歳以下の人で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能障がいがあり生活が極度に制限さ
　れている人、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障がいを有する人
〇実施医療機関　「指定医療機関」のとおり
〇持参する物　マイナンバーカードまたは資格確認書（本人確認のため）、健康手帳（お持ちの人）
　　　　　　　※　受診券の個別送付はありません。
　　予診票は医療機関に置いてあります。事前にもらって記入しましょう。
〇接種期間
　　インフルエンザ　　　　　　　令和７年10月１日～令和７年12月31日
　　新型コロナウイルス感染症　　令和７年10月１日～令和８年３月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　※　医療機関により、実施期間が異なる場合があります。
〇料金　個人負担金　インフルエンザ：1,500円
　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症：5,000円　
　　　　　　　　　　※　生活保護世帯の人は、証明書の提出により無料。

10月より接種が
始まります

月～金曜日　９：00～11：00、16：00～18：00
土曜日　　　９：00～11：00
※　予約受付：月～金曜日　８：30～18：00
　　　　　　　土曜日　　　８：30～12：00

火・水・金曜日　16：00～17：00
※　予約受付：月～金曜日　８：30～18：00
　　　　　　　土曜日　　　８：30～12：00

医療機関名
電話番号

高齢者インフルエンザ
接種実施日・接種時間

高齢者新型コロナ
接種実施日・接種時間所在地

石田医院

0854–82–1160

大田

９：30～14：30、16：30～18：00 ９：30～14：30、16：30～18：00上垣医院
0854–82–0270

診療実施日・時間内うめがえ内科クリニック
0854–83–7800

月～土曜日　11：00～11：30
(定期受診のある人は診察時に接種)

月・火・水・金・土曜日　８：30～11：00
月・火・水・木・金曜日　16：00～17：30

月・火・水・金・土曜日　８：30～11：00
月・火・水・木・金曜日　16：00～17：30

大田呼吸循環クリニック
0854–82–0036

火・木・土曜日　８：30～11：30大田シルバークリニック 実施なし

生越整形外科クリニック



診療実施日・診療時間内

月～土曜日　８：30～11：00
月・火・水・金曜日　15：30～17：30
土曜日　15：30～16：30
※ 予約不要

診療実施日・診療時間内
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医療機関名
電話番号

高齢者インフルエンザ
接種実施日・接種時間

高齢者新型コロナ
接種実施日・接種時間所在地

診療実施日・診療時間内合原医院
0854–82–1737

実施なし診療実施日・診療時間内こまめクリニック
0854–86–8897

８：30～12：00、14：00～17：30８：30～12：00、14：00～17：30昭和医院
0854–82–3492

入院患者様のみ入院・通院患者様のみ石東病院
0854–82–1035

10：30～11：30
(定期受診のある人は診察時に接種)診療実施日・診療時間内川上医院

0854–82–0296

火・水・金曜日　９：00～12：00火・水・金曜日　９：00～12：00池田診療所
0854–83–3084

診療実施日・診療時間内

月・金曜日　15：00～16：00
※　予約受付：月～土曜日　10：00～13：00

加藤病院志学巡回診療
0855-72-0640

月・金曜日　15：00～16：00
※　予約受付：月～土曜日　10：00～13：00

やまうち内科
0854–84–0707

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内木島医院
0854–82–8527

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内郷原医院
0854–82–0817

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内加藤病院祖式巡回診療
0855–72–0640

診察日　９：00～11：00
※　電話での予約不可　

月曜日　14：30～15：30
※　電話での予約不可　

仁摩診療所
0854–88–9030

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内加藤病院井田巡回診療
0855–72–0640

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内加藤病院福波巡回診療
0855–72–0640

実施なし金曜日　13：30～14：00
※　電話での予約不可　

仁摩診療所温泉津巡回診療
0854–88–9030

実施なし金曜日　14：30～15：00
※　電話での予約不可　

湯里診療所
0854–88–9030

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内加藤病院
0855–72–0640

水曜日　16：00～
※　電話での予約不可、総合受付へ　

金曜日　13：30～
※　電話での予約不可、総合受付へ　

済生会江津総合病院
0855–54–0101

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内
※　予約不要

花田医院
0855–55–0005

13：30～14：3013：30～14：30花田医院浅利分院
0855–55–1002

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内波多野診療所
0855–75–1232

診療実施日・診療時間内診療実施日・診療時間内合原医院鳥井診療所
0854–84–8201

月～土曜日　８：30～11：00
月・火・水・金曜日　15：30～17：30
土曜日　15：30～16：30
※ 予約不要

福田医院

0854–85–8526

川合

池田

川本町

美郷町

江津市

温泉津

仁摩

久利

祖式

久手

波根

志学

長久

鳥井

大田 実施なし
月～金曜日（水曜日のみＡＭ）
※  予約受付：９：00～11：00
　　　　　　　14：30～17：000854–86–8830

しみず眼科
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市内の歯科医療機関歯周疾患検診
（７月～12月）

令和８年４月１日現在で20、30、40、50、60、70歳の人
◎自己負担金　無料
◎期間　７月～12月

その他の検診
医療機関種　類 対象者など
※対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

種　類 医療機関 対象者など 予約方法
50歳以上
・令和６年度胃がん検診
（胃バリウム検査・胃カメラ
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
＊無料になる人…生活保護
世帯の世帯員、市民税非課
税世帯の世帯員のみ

20歳以上の女性
対象者に個別通知を送付し
ています。
◎自己負担金
・子宮頸部検査
　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

40歳以上の女性
（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円

直接各医療機関へ
予約してください。

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

大田市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根
（☎0853‐20‐0649）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

胃がん
（胃カメラ）
検診

がん検診（個別）

☆大腸がん検診
（容器配布）

２日㈭ ９:30～11:00
13:30～15:00

22日㈬ ９:00～11:30
13:30～15:30 大田市民会館

予約不要

40歳以上
◎自己負担金　600円
※　２日間の便を容器に取る
検査です。
※　ポストに投函し提出して
ください。

予約サイト

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

仁摩保健センター

14

日　程種　類 場　所 対象者 予約方法
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☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
　※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
　また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」）
　をご持参ください。

健康ガイド10月
問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

15

日　程種　類 場　所 対象者 予約方法

仁摩保健センター

仁摩保健センター

９:30～11:30
13:30～15:00

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイト
から予約してくだ
さい。　　　　　

予約サイト

温泉津まちづくり
センター

仁摩保健センター

大田市民会館

がん検診（集団）

肺がん検診
40歳～64歳
肺がん・結核検診
65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参
　検診受診票、健康手帳
※　詳細は個人通知をご確認
ください。
※　午前は女性のみ。午後か
らはどなたでも受けられます。

40歳以上の女性
（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診
（２方向撮影）

１日㈬

２日㈭ ９:30～11:00
13:30～15:00

仁摩保健センター２日㈭ ９:30～11:30
13:30～15:30

13:00～14:30

17:00～18:30

仁摩保健センター

温泉津まちづくり
センター

１日㈬

温泉津まちづくり
センター

９:30～11:30
13:30～15:30

肺がん検診 予約不要

☆子宮頸がん
検診 予約不要

22日㈬ ９:00～11:30
13:30～15:30 大田市民会館

20歳以上の女性
対象者に個人通知を送付して
います。
◎自己負担金
・子宮頸部検査　
　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

大田市民会館15日㈬

17:00～19:00



か　海藻
い　芋
た　卵
だ　大豆
く　果物

さ　魚
あ　油脂類
に　肉
ぎ　牛乳
や　野菜

干物や加工品、いか、えび、かになども
炒め物、バター、ドレッシングなども
ウィンナー、ベーコンなど加工品も
チーズ、ヨーグルトなど乳製品も
加熱してかさを減らしてたっぷりと

海苔やひじきなど乾物も
ふかしておやつ代わりにも
炒り卵などで少量からでも
豆腐、油揚げ、納豆なども
朝食やデザートに

こんにちは
栄養士です
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問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

今日から始める低栄養予防

市では、この度「第２期おおだ健やかプラン」を策定しました。
この計画では、誰もがいくつになっても健康でいきいきとした生活を送り、健康寿命をのばすことを目標にして
います。

平均寿命と健康寿命の差が要介護期間です。
要介護期間はなるべく短く
健康で自立した生活を送りたいですね。

10点満点のうち
７点以上が合格です。

　健康寿命をのばすために、高齢期の食生活で気を
つけるべきことは、メタボより「低栄養」です。低
栄養になり虚弱な状態が進むと、要介護状態のきっ
かけになることもあります。
　高齢期こそ毎日しっかりと食事をとり、低栄養を
予防しましょう。

大田市の平均寿命と健康寿命
（平成30年～令和４年の５年間平均）

＼高齢期を元気に過ごす食事のポイント／
✿１日３食は基本中の基本
　朝食、昼食、夕食の３度の食事をきちんと食べることが低栄養予防の基本です。
　一度に十分な量をとれない場合は、間食などで補いましょう。
　間食におすすめの食品：ヨーグルト、プリン、魚肉ソーセージなどたんぱく質がとれるもの

✿毎日10食品群を目標に
　下の合言葉を参考に、１日の中で10食品群をまんべんなく食べるようにしましょう。

✿孤食を避けよう
　できるだけ家族や友人と会話しながら、食事を楽しむ機会を持ちましょう。外食や食事会をすることも、食欲
　増進につながります。

＼楽しく栄養をとるための合言葉「さあにぎやかにいただく」／

しっかり食べると同時に、適度な運動も忘れずに。身体を動かす機会を増やすと、自然と食欲も湧いてきます。
しっかり食べて適度に動いて、健康寿命をのばしましょう。

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。減塩、運動、野菜
摂取、たばこ対策など健康に関する取り組みを「なにか１つ」加える
ことで、皆さんの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「+１」活動とは？
プラスワン



地方創生を応援
日商機材株式会社

乳幼児相談

ごくごく
授乳相談

大田市役所　４階和室

こども家庭センター
「おおだっこ」
（大田市役所１階）

身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

身体計測、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

９:00～10:30

13:00～16:30

１日㈬

15日㈬

育児教室
［ぴよぴよ］
プレパパママ

大田市役所　４階和室 妊娠中の人と
その家族 母子健康手帳９:30～10:30

受付９:15～24日㈮

離乳食教室 仁摩保健センター 生後９～18か月頃の
乳幼児とその保護者

母子健康手帳、おむつ
バスタオル

飲み物（お子さん用）

10:00～11:30
受付９:45～28日㈫

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

10月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
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②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 10月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円  ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民会館（第１号室）

25日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
18日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
18日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
24日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

　このたび、企業版ふるさと納税制度を活用し、日商機
材株式会社（松江市）から「ふるさとを愛する豊かな心
をつくる事業」および「だれもが住みよい暮らしをつく
る事業」にご寄附をいただきました。
　７月10日には市長から「大田市へのご支援に深く感謝
する。持続可能なまちづくりに大切に活用させていただ
く」とお礼を述べ、感謝状を贈呈しました。

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

小
村
淳
治
代
表
取
締
役
社
長
（
左
）

「石見銀山遺跡とその文化的景観」
世界遺産登録20周年・石見銀山
発見500年記念事業 の

　2007年７月に世界文化遺産に登録された石見
銀山遺跡が、2027年に「世界遺産登録20周年・
石見銀山発見500年」を迎えるにあたり、ロゴ
マークを作成しました。
　ご利用いただく際は「ロゴ使用取扱規程」「デ
ザインマニュアル」をご確認いただき、適切に
ご利用ください。

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

「
ロ
ゴ
使
用
取
扱
規
程
」

「
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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　戦争には勝つための戦略、極秘作戦が
ある。世界大戦ともなると、それらが錯
綜する。そんな中で実行された原爆投下。
アメリカはどう仕掛け、何を隠したかっ
たのか、徹底した取材でジャーナリスト
の眼が厳しく暴く。敵国・自国の立場を
離れ、今を読む感性を研ぎ澄ませてくだ
さい。

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

◇展示テーマ

第30回

ヒロシマの影 　 バーチェット‖著
　　　　　　　　 金谷　俊則‖訳　
　　　　　　　　 文芸社（仁摩図書館所蔵）

　
今
回
は
、
令
和
２
〜
４
年
度
に

か
け
て
発
掘
調
査
を
お
こ
な
っ
た

「
大
谷
地
区
」の
成
果
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
大
谷
は
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
西

部
に
位
置
し
て
お
り「
銀
山
六
谷
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
主
要

な
谷
で
す
。
現
在
で
は
、
公
開
坑

道
で
あ
る
龍
源
寺
間
歩
へ
の
見
学

道
沿
い
に
も
あ
た
り
、
石
見
銀
山

の
中
で
も
重
要
な
エ
リ
ア
と
い
え

ま
す
。
大
谷
地
区
の
調
査
成
果
で

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
江
戸
時
代

後
半
の
大
規
模
な
金
属
生
産
施
設

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
石
組

の
溝
に
囲
ま
れ
た
東
西
約
34
ｍ
、

南
北
約
７
・
５
ｍ
と
い
う
広
い
敷

地
の
内
部
に
、
江
戸
時
代
後
半
に

建
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
大
規
模

な
製
錬
施
設
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
石
見
銀
山
遺
跡
の

発
掘
調
査
で
は
、
戦
国
時
代
末
か

ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
製

錬
施
設
は
比
較
的
多
く
見
つ
か
っ

て
お
り
、
出
土
す
る
製
錬
滓
（
製

錬
の
際
に
出
る
不
純
物
の
塊
）
な

ど
の
分
析
に
よ
り
、
当
時
の
金
属

生
産
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸

時
代
後
半
か
ら
近
代
初
期
に
か
け

て
の
金
属
生
産
に
つ
い
て
は
、
調

査
例
が
少
な
く
、
解
明
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
谷
地
区
の

調
査
で
見
つ
か
っ
た
大
規
模
な
施

設
で
は
、
主
に
銅
製
錬
に
関
す
る

貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
発
掘
調
査
が
終
了
し
た

後
は
、
遺
構
保
護
の
た
め
に
埋
め

戻
し
て
お
り
、
現
在
は
出
土
状
態

は
見
学
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
主

要
な
見
学
道
沿
い
と
い
う
立
地
を

活
か
し
、
石
見
銀
山
の
価
値
理
解

を
深
め
る
た
め
の
整
備
が
望
ま
れ

る
場
所
と
い
え
ま
す
。

10月の図書館お休みの日

18

市ホームページ

◇10月の行事

ジュウジュウお肉をいただきます。
　食欲の秋には、スタミナのつく美味しいお
肉をはじめ、旬な美味しい食材がいっぱい。
　おもわずお腹がグ～ッとなっちゃうような
本を集めました。

中
　央

本の世界
　読書の秋！本が主役の小説や本に携わる人
たちの話など、本にまつわる物語を集めて皆
さんをお待ちしています。
　本の魅力を再発見しましょう！

仁
　摩

せ
い
れ
ん
さ
い大谷地区で見つかった大規模製錬施設

ストーリーテリング

わらべうたとおはなしの会

認知症啓発展

秋のよむよむ祭り

おはなし会

11日㈯　　　　　14:00～

11日㈯　　　　①10:30～
25日㈯　　　　②14:00～

日　　時

おはなし会

行　事図書館

中 央

仁 摩

あなたの知らないブラジル
～妖怪・民話・祭り～

18日㈯　　　　　14:00～14:20

25日㈯　　　　　10:30～

９日㈭～20日㈪

18日㈯　　　　　10:00～16:00

18日㈯　　　　　10:15～10:45

火 木 金日 月 水 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

■：２館共通

　

5

12

19

26

4

11

18

25



最
大
の
人
権
問
題
と
は

　
長
期
間
に
わ
た
る
避
難
生
活
で

は
、
怒
り
の
沸
点
も
低
く
な
り
、

普
段
な
ら
気
に
な
ら
な
い
こ
と
で

も
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
る
こ
と
で
、

い
さ
か
い
が
増
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
雑
魚
寝
、
着
替
え
る

と
こ
ろ
も
無
い
、
会
話
も
は
ば
か

ら
れ
る
よ
う
な
避
難
所
で
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
根
拠
の
な

い
う
わ
さ
、
風
評
な
ど
に
よ
り
差

別
的
な
言
動
が
起
こ
り
や
す
い
こ

と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
熊
本
地
震
の
際
は
「
動
物
園
か

ら
ラ
イ
オ
ン
が
逃
げ
た
！
」
と
い

う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
が
拡
散
さ
れ
ま

し
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
で
は

「
倒
壊
し
た
家
屋
に
家
族
が
挟
ま

れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
虚
偽
の
内

容
を
投
稿
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
虚
偽
情
報
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
拡
散
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
来

行
く
こ
と
が
で
き
た
は
ず
の
救
助

が
遅
れ
、
助
か
る
命
が
助
か
ら
な

い
、
と
い
っ
た
こ
と
も
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
の
、

福
島
の
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
地

の
農
業
や
漁
業
が
受
け
た
風
評
被

害
や
、
避
難
先
で
の
被
災
者
に
対

す
る
心
無
い
対
応
、
い
じ
め
な
ど

も
差
別
の
一
例
で
す
。
こ
れ
ら
は

決
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
最
大
の
人
権
問
題

と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

「
人
の
命
」
で
す
。
命
は
、
最
も
守

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
人
間

の
基
本
的
な
権
利
そ
の
も
の
だ
と

言
え
ま
す
。

災
害
関
連
死
に
つ
い
て

　
大
規
模
震
災
に
お
い
て
は
、
家

屋
の
倒
壊
や
火
災
、
津
波
な
ど
に

よ
る
直
接
死
以
外
に
も
、
命
を
落

と
す
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
震
災

後
の
環
境
変
化
に
よ
る
持
病
の
悪

化
や
、
過
労
、
自
死
な
ど
に
よ
る

死
亡
な
ど
は
「
災
害
関
連
死
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
つ
い
て

　
ス
フ
ィ
ア
基
準
と
は
、
避
難
所

運
営
に
お
け
る
人
権
を
守
る
た
め

の
国
際
基
準
の
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
居
住
空
間
に
つ
い
て

「
１
人
あ
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
、

最
低
３
・
５
㎡
確
保
す
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
よ
そ
２

畳
分
の
広
さ
で
、
寝
返
り
を
う
っ

た
り
、
人
と
の
距
離
を
保
っ
た
り

す
る
た
め
に
最
低
で
も
こ
の
く
ら

い
は
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
あ
り
か
た

　
避
難
所
で
必
要
な
こ
と
は
「
我

慢
は
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
意
識

を
変
え
る
こ
と
、
そ
し
て
「
ス

フ
ィ
ア
基
準
」
に
沿
っ
た
快
適
な

避
難
所
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対

応
で
は
な
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
で
き
る
だ
け
普
段
ど
お
り
に
過

ご
せ
る
避
難
所
を
作
る
た
め
、
事

前
に
十
分
な
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
避
難
所
は
苦
し

い
生
活
を
耐
え
忍
ぶ
場
所
で
は
な

く
、
家
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
た

ち
が
こ
れ
か
ら
の
生
活
再
建
の
た

め
に
少
し
で
も
前
向
き
に
な
れ
る

よ
う
な
場
所
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
な
「
在

宅
避
難
」
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。
ご
自
宅
の
耐
震
性
の
確
認
や

浸
水
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
な
い

立
地
か
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り

　
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
家

具
の
固
定
、避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、

避
難
時
持
ち
出
し
品
の
準
備
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
必
要
で

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
地
域
全
体

で
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
災
害
時

の
役
割
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。特
に
、

要
支
援
者
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心

し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

人
々
と
日
ご
ろ
か
ら
お
互
い
に
声

を
か
け
合
い
、
つ
な
が
り
を
築
い

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
も
の

は
、
多
様
性
を
理
解
し
合
い
、
誰

も
が
誰
か
の
た
め
に
、
共
に
生
き

る
社
会
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
一

人
ひ
と
り
が
、
自
分
が
暮
ら
す
地

域
に
は
多
様
な
人
が
住
ん
で
い
る

と
い
う
認
識
を
持
ち
、
そ
の
時
、

そ
の
場
で
適
切
な
こ
と
は
何
か
を

考
え
な
が
ら
、
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

広報おおだ　Ｒ7（2025）9.18

市では、「災害時における人権」と
「女性の人権」をテーマとした講演会
（研修会）を開催します。
▽日時　10月27日㈪
　　　　13時30分～15時30分
▽会場　大田市民センター４階
　　　　集会室
▽講師　小川洋子さん
　（公財）しまね女性センター事業課長
▽演題　災害と女性～様々な立場の
　方のための防災に向けて～
▽参加費　無料
※　手話通訳、要約筆記がつきます。

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

きずな

災
害
時
の
避
難
所
に

　
　
　お
け
る
人
権
問
題

19

　
日
本
で
は
地
震
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、災
害
時
に
お
け
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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市　勢
（令和７年９月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　30,976人　（△  60）
　・男　　14,932人　（△  21）
　・女　　16,044人　（△  39）
○世帯数　15,204世帯（△  12）
○出生数　　　  8人
○死亡数　　　48人
○面　積　435.34㎢

※
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
と
な

り
ま
す
。

　
・
問
県
央
保
健
所
　
医
事
・
難

病
支
援
課

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
８
２
６
）

　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
人

な
ど
を
対
象
に
、
経
済
的
に
自
立

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
金

を
、
低
利
子
ま
た
は
無
利
子
で
お

貸
し
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
　
令
和
８
年
４
月
に
進
学
、

　
修
業
を
希
望
し
て
い
る

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

　
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

　
婦

・
父
母
の
な
い
児
童
な
ど

▽
資
金
の
種
類

①
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す

　
る
資
金
（
貸
付
は
い
ず
れ
も
無

　
利
子
）

・
就
学
支
度
資
金

　
就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要

　
な
入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入

　
資
金

・
修
学
資
金

　
高
校
、
大
学
、
大
学
院
、
高
等

　
専
門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
に

　
就
学
す
る
た
め
の
授
業
料
、
書

　
籍
代
、
交
通
費
な
ど
に
必
要
な

　
資
金

・
修
業
資
金

　
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

　
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要

　
な
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

　
父
お
よ
び
寡
婦
の
人
の
知
識
技

　
能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金

　（
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合

　
は
無
利
子
、
立
て
な
い
場
合
は

　
年
１
％
）

・
技
能
習
得
資
金

　
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

　
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要

　
な
資
金

※
　修
学
先
、
自
宅
、
自
宅
外
通

学
な
ど
状
況
に
よ
り
貸
付
で
き
る

額
が
異
な
り
ま
す
。

▽
申
請
期
間
　

　
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま
で

　（
島
根
県
庁
必
着
）

※
　
島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子

　
難
病
で
お
困
り
の
人
に
対
し

て
、
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
を

お
こ
な
い
ま
す
。「
原
因
不
明
の

関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
こ
わ
ば
り
、

発
熱
、
だ
る
さ
」
な
ど
で
悩
ん
で

お
ら
れ
る
人
、
ま
た
難
病
に
つ
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
20
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
川
本
合
同
庁
舎

▽
料
金
　
無
料

▽
申
込
期
限
　
10
月
14
日
㈫

▽
診
療
科
目
　
膠
原
病
内
科

▽
医
師
　
島
根
大
学
医
学
部
附
属

　
病
院
　
一
瀬
邦
弘
先
生

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

父
子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が

で
き
な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

※
　
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免

な
ど
に
つ
い
て
は
、
貸
付
限
度
額

よ
り
給
付
額
・
減
免
額
を
控
除
し

た
範
囲
で
併
給
が
可
能
で
す
。

問
こ
ど
も
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

　
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
の
所
有

者
は
、
道
路
を
走
る
、
走
ら
な
い

に
関
係
な
く
、
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
申
告
を
し
て
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
標
識
）
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
買

い
替
え
や
新
た
に
取
得
さ
れ
た
人

は
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　

▽
小
型
特
殊
自
動
車
と
は

・
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
車

　（
ト
ラ
ク
タ
、コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）

※
　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
で
け
ん
引
す

る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
（
マ

ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
、
ス
プ
レ
ー

ヤ
な
ど
）
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
一
定
の
規
格
内
の
特
殊
自
動
車

　（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

▽
申
告
に
必
要
な
も
の

・
メ
ー
カ
ー
名
、
車
台
番
号
な
ど

　
が
分
か
る
も
の
（
販
売
証
明
書

　
な
ど
）

・
届
出
者
の
本
人
確
認
書
類
（
自

　
動
車
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人
以

　
外
が
申
告
を
す
る
場
合
、
使
用

　
者
お
よ
び
所
有
者
の
は
ん
こ
が

　
必
要
で
す
。（
法
人
名
義
で
登

　
録
す
る
と
き
は
法
人
の
代
表
者

　
印
）

▽
申
告
受
付
場
所

・
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

・
温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

・
仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

※
　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は

４
月
１
日
時
点
の
車
両
の
所
有
者

に
１
年
分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど

の
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
で
も
、

月
割
り
で
税
金
が
還
付
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
で
豊
か
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
「
第
３
期
大

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

予
約
貸
付
を
受
け
付
け
ま
す

小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
を

難
病
専
門
相
談

第
３
期
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て（
お
願
い
）

申



は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
・
問
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４
）

▽
日
時
　
10
月
30
日
㈭

▽
場
所
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
の
う
ち
40
歳
以
上
の
人
（
５
月

　
下
旬
に
受
診
券
を
郵
送
済
）

※
　
特
定
健
診
受
診
済
み
の
人
、

国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
、
国
保

料
の
滞
納
者
は
対
象
外
で
す
。

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
予
約
さ
れ
た
人
へ
当
日
の
検

査
キ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
予
約
方
法
　
し
ま
ね
電
子
申
請

　
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
電
話

▽
申
込
期
限
　
10
月
10
日
㈮

▽
自
己
負
担
金
　
無
料

※
　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
集
団
健
診

会
場
に
て
実
施
。

　
・
問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　
伐
採
・
枝
落
と
し
・
切
断
・
搬

出
ま
で
の
作
業
実
演
。
運
転
席
に

の
っ
て
見
て
み
よ
う
！

　
小
花
粉
ス
ギ
苗
、
千
本
の
植
樹

を
皆
さ
ん
と
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
18
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
川
合
町
川
合
　
私
有
林

▽
定
員
　
先
着
50
人
程
度

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
・
問
銀
林
の
恵
み
森
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
伊
藤
☎

０
９
０
‐
６
４
０
２
‐
５
２
４
２
）

　
食
肉
料
理
の
技
術
普
及
と
食
肉

田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策

定
中
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
二
次
元
コ
ー
ド
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
　
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
的
に
処
理
し
、
個
人
が

特
定
さ
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

▽
期
間
　
12
月
31
日
㈬
ま
で

▽
対
象
　
大
田
市
在
住
の
人

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業

主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画

的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。
国
か
ら
の
有
利
な
掛
金

助
成
や
、
税
法
上
の
優
遇
も
受
け

ら
れ
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

も
加
入
で
き
ま
す
。

※
　
一
部
対
象
外
あ
り
。
詳
し
く

の
消
費
拡
大
を
目
的
と
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
①
10
月
21
日
㈫

　
　
　
　
②
11
月
13
日
㈭

　
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
調
理
実
習
室

▽
定
員
　
20
人

▽
講
師
　
大
野
美
穂
さ
ん

▽
メ
ニ
ュ
ー
　「
肉
料
理
２
品
と

　
パ
ン
ま
た
は
ご
は
ん
」

▽
申
込
開
始
日
時
　
９
月
30
日
㈫

　
９
時
〜（
定
員
に
達
す
る
ま
で
）

※
　
当
日
は
エ
プ
ロ
ン
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
・
問
島
根
県
食
肉
事
業
協
同
組

合
連
合
会

（
☎
０
８
５
４
‐
85
‐
７
８
４
３
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
16
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
定
員
　
20
人
程
度
（
要
申
込
）

▽
受
講
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
講
師
が
出
か

け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
平
日
８
時
30
分
〜
17

時
）。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

▽
日
時
　
10
月
25
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
上
映
作
品
　「
種
ま
く
旅
人
〜

　
夢
の
つ
ぎ
木
」（
１
０
５
分
／

　
２
０
１
６
年
）

▽
内
容
　
岡
山
県
赤
磐
市
の
桃
農

　
家
を
舞
台
に
、
兄
の
遺
志
を
継

　
ぎ
帰
郷
し
て
新
種
の
桃
栽
培
に

　
挑
戦
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
奮
闘
を

　
描
く
。
出
演
：
高
梨
臨
　
斎
藤

　
工
　
ほ
か

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

▽
日
時
　
10
月
25
日
㈯

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館
　
第
２

　
会
議
室

▽
内
容
　
土
地
の
境
界
を
は
っ
き

　
り
し
た
い
、
建
物
を
新
築
・
増
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アンケート

ホームページしまね電子
申請サービス

催
　
　
し

食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

申

申申

申

申

高
性
能
林
業
機
械
体
験
＆

小
花
粉
ス
ギ
苗
植
樹
祭

中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）制
度
の
ご
案
内

大
田
市
国
保
　
特
定
健
康

診
査
（
集
団
健
診
）

土
地
家
屋
調
査
士
会

無
料
登
記
相
談
会
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忙
し
い
介
護
現
場
の
縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
、
介
護
施
設
で
の

お
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
に
、
働

く
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ
の

意
義
・
心
得
を
学
び
、
生
活
援
助

の
技
法
や
実
技
を
と
お
し
て
、
基

本
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
Ｗ
ワ
ー

ク
・
副
業
に
も
お
す
す
め
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
22
日
㈬
〜
24
日
㈮

　
の
３
日
間
　
10
時
〜
16
時

※
　
原
則
３
日
間
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▽
会
場
　
朱
鷺
会
館
２
階
中
ホ
ー

　
ル
（
出
雲
市
）

▽
受
講
料
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
10
月
８
日
㈬

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

　
お
も
て
な
し
の
心
に
よ
り
お
客

様
に
快
適
な
場
を
提
供
す
る
宿
泊

施
設
で
の
お
仕
事
に
関
心
の
あ
る

人
に
、
働
く
き
っ
か
け
と
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
ハ
ウ
ス
キ
ー

ピ
ン
グ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
接

客
・
接
遇
な
ど
の
業
務
に
役
立
つ

基
本
的
な
知
識
の
習
得
を
目
指
し

ま
す
。
Ｗ
ワ
ー
ク
・
副
業
に
も
お

す
す
め
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
15
日
㈬
〜
17
日
㈮

　
の
３
日
間
　
10
時
〜
16
時

※
　
原
則
３
日
間
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▽
会
場
　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

　
タ
ー
２
階
大
会
議
室

▽
受
講
料
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
10
人

▽
申
込
期
限
　
10
月
１
日
㈬

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

　
築
し
た
な
ど
の
登
記
手
続
き
に

　
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
料
　
無
料

問
和
田
稔
己
事
務
所

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
４
８
７
）

　
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま
と

め
、
全
世
帯
に
配
布
す
る
「
く
ら

し
の
便
利
帳
」
２
０
２
６
年
版
を

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民

協
働
事
業
を
活
用
し
、
令
和
８
年

１
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
有
料
広
告
掲

載
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
案
内
の
送
付
や
店
舗

へ
の
訪
問
を
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　
９
月
下
旬
〜
10
月
（
予
定
）

発
行
に
関
す
る
こ
と

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

広
告
掲
載
に
関
す
る
こ
と

問
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陰
支
店

（
☎
０
８
５
２
‐
25
‐
１
３
６
６
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
基
礎
）

エ
ク
セ
ル
の
機
能
と
操
作
方
法

表
の
作
成
や
関
数
活
用

グ
ラ
フ
の
作
成
な
ど

▽
日
時
　
11
月
７
日
〜
28
日
の
間

　
の
㈪
・
㈬
・
㈮

　
19
時
〜
21
時
（
計
９
回
）

▽
場
所
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
の
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
10
月
30
日
㈭

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」広
告

掲
載
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

介
護
施
設
で
の

補
助
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

宿
泊
施
設
で
の

補
助
ス
タ
ッ
フ
育
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～あなたのご意見をお聴かせください～
地域における豊かな暮らしに関する市民アンケート ご協力のお願い

　市では「子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”」
の実現に向けて「第２次大田市総合計画」などに基づき、さまざまな施策に
取り組んできました。
　この計画が令和８年度に目標年次を迎えることから、現在、令和９年度
からスタートする新たな計画の策定を進めています。
　新計画の策定にあたり、これからも大田市で生活される市民の皆さんを
対象に、当市での生活に対する幸福度・満足度、生活の中での実感やお気持
ちを幅広くお聴きし、施策の評価や検討に活かすためのアンケートを実施
します。
　アンケートは匿名で、大田市在住の人であればどなたでも回答できます。
より有効なデータとするため、多くの皆さんにご協力をお願いします。
　右記の二次元コードをスマートフォンなどで読み取り、ご回答をお願いし
ます。

アンケートページ

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

　10月１日～10月７日は「公証週間」です。
　公正証書は、法務大臣から任命された法律の専門家で
ある公証人が作成する公文書で、特別な効力があり、地
域の皆さんの暮らしの法的安心・安全の仕組みづくりに
大きな役割を果たしています。
　公証役場は国の機関です。相談は無料、秘密は厳守し
ます。お気軽にご相談ください。
▽受付時間　８時30分～17時（土・日・祝日を除く）
▽休日無料相談　10月５日㈰10時～15時（要予約）

問浜田公証役場（☎0855‐22‐7281）

10月は臓器移植普及推進月間
骨髄バンク推進月間

　移植医療は、医療従事者と患者さんだけでは
なく、第三者からの善意によるご提供、そして
社会の理解と支援により成り立っています。
　『提供したい』『提供したくない』どちらも一
人ひとりの平等で大切な意思です。
　ご自身の大切な意思が生かされるように意思
表示しましょう。

マスコットキャラクター
まごころば

問しまねまごころバンク（☎0853‐22‐2556）

介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内すること
はありません。不審な場合は、介護保険課へお問い合わ
せください。
　　　　　　　 問介護保険課（☎0854‐83‐8063）

お
近
く
の
販
売
所
や

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
か
ら

ご
購
入
く
だ
さ
い
。
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
川合・久利
三瓶・山口（大田野城含む）

22
17
23
27
24
28
15
16
20
21
16

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

24

日８
３
９
14
10
７
１
２
６
７
２

21日
30日

10月不燃ごみの収集日

５日

９日

20日

17日

10月

11月

休日窓口（日曜日）
８：30～12：00

平日窓口延長（月曜日）
17：20～19：40

※　予約状況に応じて変更する場合があります。

マイナンバーカードの手続きに
休日と夜間に窓口を開設

　下記の日程でマイナンバーカードの交付・申請・更新について休日・
夜間窓口を開設します。
＜開催日時＞

＜申請・交付場所＞　市役所本庁　市民課（支所ではおこないません。）
※　現住所が仁摩町と温泉津町の人は、各支所でカードを保管してい
ますので、５日前までにご連絡ください。
＜取扱事務＞　マイナンバーカードの交付、申請、更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
　　　　　　　　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

　さまざまな事情で家族と一緒に生活することができない子どもたちを、
家庭に迎え入れて公的責任のもとで養育をされているのが「里親」の人た
ちです。
　島根県では、里親になっていただく人を募集するとともに、里親制度に
ついて広く地域の人たちにご理解いただくための取り組みをしています。

 　◆里親制度について詳しく知りたい
 　◆自分でも里親になれるのか知りたい
 　◆興味はあるけどあと一歩踏み出せない　など

　里親制度に関心のある人、短期の委託もありますので、まずは児童相談
所へお問い合わせください。

問浜田児童相談所（☎0855‐28‐3560）
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生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

14日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）

法的問題・法的手続きな
ど（来所）

３日・10日・17日・
24日・31日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

年金相談（要予約）

市役所４階大講堂

申

７日㈫　10時～15時
23日㈭　10時～15時

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

７日㈫　９時～15時
予約締切　９月29日㈪　16時 市役所２階第２会議室

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）
申

３日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
17日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
17日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

人権相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　９月26日㈮、29日㈪、30日㈫
　10月29日㈬、30日㈭、31日㈮

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

10月31日
３期
４期
４期

９月30日
－
３期
３期

期限内に納付をお願いします税・保険料

17日㈮　10時～15時 市役所４階大講堂
行政相談月間合同無料相談会

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

17日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
10日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

こころの健康相談（要予約）
　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

21日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）
７日㈫ ９時30分～11時

県央保健所
21日㈫ ９時30分～11時

10日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
４日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

申

難病相談

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
22日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

ハローワーク石見大田
福祉職場相談会

22日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

８日㈬ 
13時30分～15時30分
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